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新
町
長
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
南
越
前
町
長
選
挙
が
、
１
月
28
日
に
告
示

さ
れ
、
無
投
票
で
仲
倉
典
克
氏
が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
南
越
前
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
力
強
い

ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
に
よ
り
町
長
と
し
て
の

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
す
べ
て
を
故
郷

の
た
め
に
捧
げ
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
４
年
８
月
大
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
に
つ
い
て
、
県
が
実
施
す
る
輪
中
堤
整
備
、
河

道
拡
幅
、
砂
防
・
治
山
施
設
整
備
の
ほ
か
、
農
地

の
復
旧
に
つ
い
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
完
成

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
子
育
て
・
教
育
の
支
援
策
を
さ
ら
に
充

実
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
・
文
化
な
ど
に
夢
や
希
望
を
も
て
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
経
験
・
知
識
を
活
か

し
た
い
き
が
い
創
出
、
世
代
間
交
流
や
相
互
扶
助

の
活
動
を
通
じ
た
地
域
の
絆
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
帰
住
・
移
住
な
ど
で
町
内
外
の
力
を

結
集
し
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
み
ん
な
元
気
に

暮
ら
せ
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
の
多
く
の
財
産
を
さ
ら
に
生
か
し
、

観
光
誘
客
や
産
業
振
興
、
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
杣
山
城
跡
、
湯
尾
峠
、
今
庄
宿
、
板

取
宿
、
北
前
船
主
邸
宅
、
旧
北
陸
線
ト
ン
ネ
ル
群

な
ど
の
歴
史
・
文
化
資
産
は
、
官
民
協
働
で
磨
き

あ
げ
、
強
力
に
発
信
し
ま
す
。
花
は
す
、
越
前
水

仙
、
今
庄
そ
ば
、
つ
る
し
柿
、
河
野
梅
、
水
産
物

な
ど
の
特
産
品
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
を

図
り
ま
す
。

　
山
海
里
の
豊
か
な
景
観
・
自
然
環
境
も
大
き
な

魅
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

何
よ
り
、
み
ん
な
が
仲
良
く
健
康
で
明
る
く
前
向

き
に
、
故
郷
に
誇
り
を
も
っ
て
、
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
す
ば
ら
し
い
財
産
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仲
倉
町
長
の
紹
介
・
略
歴

仲
倉
典
克（
桜
町
・
57
歳
）

平
成
15
年
か
ら
福
井
県
議
会
議
員
を
６
期

22
年
務
め
、
第
97
代
議
長
な
ど
を
歴
任
。

令
和
７
年
２
月
13
日
、南
越
前
町
長
就
任
。

　
岩
倉
光
弘
町
長
が
２
月
12
日
を
も
っ

て
、
２
期
８
年
間
の
任
期
を
満
了
し
、

そ
の
職
を
退
任
し
ま
し
た
。

岩
倉
町
長
は
、
昭
和
49
年
７
月
に
南

条
町
役
場
に
入
庁
後
、
企
画
拠
点
整
備

課
長
、
産
業
振
興
課
長
を
歴
任
。
合
併
後
、

商
工
観
光
課
長
、
総
務
課
長
、
副
町
長

を
歴
任
後
、
平
成
29
年
２
月
13
日
に
町

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に

抱
か
れ
て
、
出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら

く
町
」を
将
来
像
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集

落
の
日
本
遺
産
認
定
、
台
湾
台
南
市
白

河
区
と
の
友
好
交
流
協
定
締
結
、
鉄
道

遺
産
の
日
本
遺
産
認
定
、
今
庄
宿
の
国

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
、

道
の
駅「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」オ
ー
プ
ン
、

国
重
要
文
化
財
中
村
家
住
宅
の
一
般
公
開

な
ど
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
２
月
12
日
に
行
わ
れ
た
退
任
式
で
は
、

「
南
越
前
町
の
歴
史
・
文
化
遺
産
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
、
町
政
を
順
調
に
進
め

合
併
20
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て

い
る
」と
挨
拶
し
、

職
員
か
ら
花
束
が

手
渡
さ
れ
、
拍
手

で
見
送
ら
れ
ま
し

た
。 岩

倉
光
弘
町
長　
退
任

お疲れ様でした

伝
え
よ
う
！  

地
域
の
絆き

ず
なと

美
し
い
故ふ

る
郷さ

と
を

南
越
前
町
長
　
仲
倉
典
克

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

〜
運
動
習
慣
で

　
　
す
こ
や
か
な
心
と
カ
ラ
ダ
〜

〜
運
動
習
慣
で

〜
運
動
習
慣
で

〜
運
動
習
慣
で

〜
運
動
習
慣
で

〜
運
動
習
慣
で

〜
運
動
習
慣
で

第
20
回

南
越
前
町
ま
ち
づ
く
り
大
会

入
場
無
料
申
込
不
要

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
大
会
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
元
監
督
で
、
現
在
は

福
井
工
業
大
学
で
教
授
を
務
め
る
中
垣
内
祐

一
氏
に
よ
る
基
調
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
３
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
〜
）

場
　
所　
南
越
前
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容

●
基
調
講
演

　
「
競
技
指
導
の
最
前
線

〜
男
子
バ
レ
ー
の
ケ
ー
ス
〜
」

福
井
工
業
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

　
　
　
　

教
授
中
垣
内　
祐
一
氏

●
発　
表

南
条
小
学
校
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
発
表

●
実
践
発
表

「
鋳
物
師
区
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

鋳
物
師
区
活
性
化
委
員山

本　
利
幸
氏

●
舞
台
発
表

•
Ｃ

－

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）

•
ク
ニ
エ
サ
カ
イ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

•
福
井
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ふ
れ

ん
ど（
ア
カ
ペ
ラ
）

■
問
合
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局
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